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町政を問う

一
般
質
問

11
人
の
議
員
か
ら
16
件
の
一
般
質
問

一般質問とは？
　議員が、町の一般事務に対してその執行の状況または

将来の方針、政策的提言や行政への批判などを執行者に

直接質問することです。

　質問の範囲は、町の行財政全般のほか、地域の問題や

住民生活に関わる事項など多岐にわたっています。

局
地
豪
雨
や
台
風
の
大
雨
等
へ

　
　
　
　
　
　
多
角
的
な
取
組
み
を

地
域
別
の
観
測
体
制
の
整
備
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
に
入
っ
て
い
る

町
長

齋
藤
　
成
宏
　
議
員
（
民
進
党
）

質
問　

近
年
の
局
地
豪
雨

や
台
風
の
大
雨
等
に
よ
り
、

住
民
生
活
に
も
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
。
町
内
に

は
国
土
交
通
省
に
よ
る
道

路
冠
水
注
意
箇
所
が
、
複

数
箇
所
挙
が
っ
て
い
る
な

ど
、
町
と
し
て
も
さ
ら
な

る
取
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
局
地
豪
雨
対

策
に
つ
い
て
は
、
29
年
度

か
ら
市
町
村
で
の
独
自
運

用
が
可
能
な
小
型
レ
ー
ダ

ー
を
使
っ
た
局
地
豪
雨
予

測
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
、

国
の
支
援
も
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

教
訓
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
資
源
の
活
用
を
提

案
す
る
。

町
長　

台
風
９
号
は
町
に

多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

集
中
豪
雨
を
予
測
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
小
型
レ
ー
ダ
ー
に
よ

る
局
地
豪
雨
予
測
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
は
じ
め
、
地

域
別
の
雨
量
観
測
体
制
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
既

に
検
討
に
入
っ
て
い
る
が
、

災
害
対
策
本
部
機
能
を
充

実
さ
せ
た
新
庁
舎
建
設
に

併
せ
て
整
備
す
る
の
が
最

も
適
切
と
思
う
。
今
後
、

導
入
経
費
や
補
助
体
制
、

維
持
管
理
な
ど
の
経
費
検

討
に
加
え
、
管
理
体
制
も

含
め
て
検
討

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

総
合
的
に
予

測
体
制
の
整

備
を
進
め
て

い
く
。

台風９号により冠水した箱根ケ崎アンダーパス

※質問文は、質問者本人が200字以内で
執筆した原文をそのまま掲載しています。

教
育
の
更
な
る
充
実
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
問
う

29
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
学
習

　
　
　
　
　
　
「
み
ず
ほ
学
」
を
展
開
す
る

教
育
長

下
野
　
義
子
　
議
員
（
公
明
党
）

質
問　

学
習
指
導
要
領
の

改
正
に
向
け
て
、
文
科
省

の
中
央
教
育
審
議
会
が

「
審
議
の
ま
と
め
」
を
公

表
し
た
。
今
後
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
新
た

な
教
育
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。
ま
た
、
子
ど
も
達

の
豊
か
な
心
や
人
間
性
を

育
む
た
め
に
は
、
一
流
の

芸
を
観
る
、
自
然
や
命
に

触
れ
る
な
ど
の
体
験
は
大

変
価
値
あ
る
も
の
と
考
え

る
。
体
験
学
習
の
更
な
る

充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

併
せ
て
「
教
師
こ
そ
最
大

の
教
育
環
境
で
あ
る
」
と

の
視
点
か
ら
、
教
育
力
の

更
な
る
向
上
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

道
徳
お
よ
び
英

語
の
教
科
化
を
進
め
る
た

め
推
進
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
研
究
の
推
進
や
学
校

へ
取
り
組
み
の
発
信
・
啓

発
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
加
え
る
こ
と
も

研
究
を
進
め
た
い
。
体
験

学
習
の
推
進
で
は
29
年
度

か
ら
町
の
貴
重
な
自
然
や

伝
統
・
文
化
の
理
解
、
郷

土
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
を
目
指
し
、
ふ
る

さ
と
学
習
「
み
ず
ほ
学
」

を
展
開
す
る
。
ま
た
、

「
瑞
穂
町
公
立
学
校
教
育

研
究
会
」
を
設
け
、
教
員

の
能
力
開
発
に
取
り
組
み
、

各
学
校
で
は
「
あ
っ
た
か

先
生
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
の
も
と
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ

た
指
導
を
し
て
い
く
。各教室に掲示されている「あったか先生」のポスター

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
国
、
都
、
警
察

署
と
も
連
携
し
、
防
犯
対

策
の
強
化
に
努
め
る
。

障
が
い
者
・
福
祉
施
設
、

学
校
の
防
犯
対
策
強
化
を

町
長
　
導
入
は
難
し
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施

設
命
名
権
）
の
導
入
を

地域包括ケアシステム推進について

広域連携も視野に入れたシステムの構築を目指す町長

小山　典男　議員（自民新政会） 質
問　

平
成
27
年
度
よ
り

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
が
施
行
さ
れ
た
。
取
り

組
む
べ
き
主
要
課
題
と
し

て
、
介
護
に
関
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
確
保
・
き

め
細
か
な
ニ
ー
ズ
の
聞
き

取
り
と
サ
ー
ビ
ス
調
整
の

３
点
と
し
た
。
町
は
、
２

０
２
５
年
に
向
け
て
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
、
高
齢
者
の

支
援
を
す
る
た
め
、
町
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
八
高
線
を
境
に
二
か

所
で
活
動
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
今
後
主
要
課

題
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　

町
で
は
５
つ
の
重

点
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
強
化
。
②
在
宅

介
護
の
支
援
体
制
強
化
と

し
て
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
に
関
す
る
検
討
会
な
ど

の
設
置
に
向
け
た
準
備
。

③
生
活
支
援
・
介
護
予
防

の
基
盤
整
備
。
④
認
知
症

対
策
の
推
進
と
し
て
専
門

職
に
よ
る
「
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
」
の
発
足
に
向

け
た
準
備
。
⑤
元
気
な
高

齢
者
が
支
え
る
担
い
手
と

し
て
活
躍
で
き
る
た
め
の

関
係
機
関
や
団
体
と
の
協

議
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
、
広
域
連
携
も
視
野

に
入
れ
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

す
。

新たに設置された「西部高齢者支援センター」（長岡コミュニティセンター）


